
一
、
本
稿
の
趣
旨

私
は
、
修
士
論
文
（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
五
日
提
出
）
の
前
半
部
分
に
お
い

て
、
与
謝
野
晶
子
、
谷
崎
潤
一
郎
、
円
地
文
子
、
瀬
戸
内
寂
聴
、
林
望
そ
し
て
中

野
幸
一
の
現
代
語
訳
を
比
較
・
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
と

評
価
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
読
者
に
と
っ
て
問
題
点
の
残
ら

な
い
現
代
語
訳
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
至
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
解
決
策
の
一
案
と
し
て
、
読
者
を
年
齢
別
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
層
に
ふ
さ
わ
し
い
現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
十
一
歳
か
ら
十
二
歳
と
い
う
少
年
少
女
を
読
者
対
象
と
し
て
、『
源

氏
物
語
』「
御
法
」
巻
の
現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
（
修
士
論
文
の
後
半

部
分
）。

『
源
氏
物
語
』
が
広
く
一
般
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、

与
謝
野
晶
子
の
口
語
に
よ
る
現
代
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
続

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
語
訳
に
よ
っ
て
、
そ
の
読
者
層
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
わ

か
り
や
す
い
現
代
語
訳
こ
そ
が
、『
源
氏
物
語
』
ひ
い
て
は
古
典
の
普
及
に
貢
献

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
に
『
源
氏
物
語
』
を
読
む
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
意
味
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
読
者
対
象
は
、
古
典
に

つ
い
て
義
務
教
育
で
学
び
は
じ
め
る
小
学
校
第
五
、
第
六
学
年
、
す
な
わ
ち
十
一

歳
か
ら
十
二
歳
の
少
年
少
女
と
し
た
。
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
告
示
さ

れ
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
施
行
予
定
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領（
注
一
）「
国

語
」［
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
］
は
、「
１.

目
標
」
に
続
き
「
２.

内
容
」
を

掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
第
（
３
）
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
の
試
み

―
「
御
法
」
巻
を
対
象
と
し
て
―

A
m
o
d
ern

J
a
p
a
n
ese

tra
n
sla

tio
n

o
f
th

e“
M
in
o
ri”

ch
a
p
ter

o
f
T
he
T
ale
of
genji

佐

藤

由

佳

S
A
T
O
H

Y
u
k
a

キ
ー
ワ
ー
ド：

源
氏
物
語
・
現
代
語
訳
・
御
法
巻
・
十
一
歳
か
ら
十
二
歳

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
―
文
化
創
造
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科
紀
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―

第
五
号

二
〇
一
八
・
三

一
七－

四
四

― 82 ―

一
七



（
３
）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
す
る
。

ア

親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
を
音
読
す

る
な
ど
し
て
、
言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
に
親
し
む
こ
と
。

イ

古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
を
読
ん
だ
り
作
品
の
内
容
の
大
体
を

知
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
を

知
る
こ
と
。

ウ

語
句
の
由
来
な
ど
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
言

葉
の
変
化
や
世
代
に
よ
る
言
葉
の
違
い
に
気
付
き
、
共
通
語
と
方
言
の

違
い
を
理
解
す
る
こ
と
。
ま
た
、
仮
名
及
び
漢
字
の
由
来
、
特
質
な
ど

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
当
該
年
齢
層
は
、
古
典
に
つ
い
て
学
び
は
じ
め
る
に
ふ
さ
わ

し
い
時
機
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
与
謝
野
晶
子
は
十
二
歳
（
注
二
）
で
、
円
地
文
子
は
小
学
校
高
学
年
（
注

三
）
で
、
瀬
戸
内
寂
聴
は
十
三
歳
（
注
四
）
で
、『
源
氏
物
語
』
の
読
者
と
な
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
時
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、『
更
級
日
記
』の

作
者
で
あ
る
菅
原
孝
標
女
も
『
源
氏
物
語
』
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
読
ん
で

み
た
い
と
強
い
願
望
を
抱
い
た
年
齢
が
十
三
歳
（
注
五
）
で
あ
っ
た
。

十
一
、
二
歳
（
数
え
年
で
は
十
二
、
三
歳
）
は
、
自
ら
も
古
典
に
興
味
を
持
ち

は
じ
め
る
年
齢
層
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
私
も
小
学
五
年
生
の
時
、
塩
田
良
平〈
古

典
文
学
全
集
・
４
〉『
源
氏
物
語
』（
昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日

ポ
プ
ラ
社
）
を

手
に
取
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

当
該
年
齢
層
向
け
の
古
典
の
既
刊
本
と
し
て
は
、
瀬
戸
内
寂
聴
〈
少
年
少
女
古

典
文
学
館

第
五
巻
〉『
源
氏
物
語
』〈
上
〉（
平
成
四
年
十
二
月
十
九
日

講
談

社
）
及
び
、〈
少
年
少
女
古
典
文
学
館

第
六
巻
〉『
源
氏
物
語
』〈
下
〉（
平
成
五

年
一
月
二
十
八
日

講
談
社
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
全
訳

で
は
な
い
。

当
該
年
齢
層
向
け
の
全
訳
の
『
源
氏
物
語
』
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理

由
か
ら
、
自
身
で
の
現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
取
り
か

か
り
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』「
御
法
」
巻
の
現
代
語
訳
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

修
士
論
文
前
半
に
お
け
る
調
査
過
程
に
お
い
て
、
凡
例
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず

る
も
の
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
も
そ
も
訳
者
が
ど
う
い
う
意
図
を
も
っ
て
訳

し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
訳
出
の

基
準
と
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
の
か
を
読
者
が
事
前
に
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ

れ
ら
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
は
、
訳
者
の
意
図
に
沿
っ
て
円
滑

に
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
内
容
の
理
解
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
今
回
『
源
氏
物
語
』「
御
法
」
巻
を
現
代
語
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

読
者
の
年
齢
層
を
極
め
て
細
か
く
限
定
し
て
い
る
た
め
、
特
に
凡
例
も
し
く
は
そ

れ
に
準
ず
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
年
齢
層
は
、
古
典
の
原
文
そ
の

も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
も
理
解
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら

に
、『
源
氏
物
語
』
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
も
知
ら
な
い
可
能
性
も
高
い
。
以

上
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
説
明
を
前
置
き
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

愛
知
淑
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大
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大
学
院
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文
化
創
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て
何
よ
り
も
、
こ
の
現
代
語
訳
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は

丁
寧
に
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
〈
試
み
〉
に
お
い
て
は
、
訳
者
の
意
図
を
も
含
め
た
内
容
を
盛
り
込
ん

だ「
ま
え
が
き
」と
い
う
、
凡
例
に
か
わ
る
も
の
を
は
じ
め
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

注
一：

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
二
十
九
年
三
月
改
正

文
部
科
学
省
）

〈
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
三
号
〉

注
二：

与
謝
野
晶
子
著
『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
あ
と
が
き
で
あ
る
「
新
訳
源
氏
物

語
の
後
に
」
に
お
い
て
、「
し
か
し
自
分
は
十
二
歳
頃
か
ら
も
っ
て
い
た
原

著
の
興
味
に
ひ
か
れ
な
が
ら
、
・
・
・
」
と
記
し
て
い
る
。

注
三：

円
地
文
子
著
〈
わ
た
し
の
古
典
〉『
円
地
文
子
の
源
氏
物
語
』〈
巻
一
〉
の

中
の
「
わ
た
し
と
『
源
氏
物
語
』」
に
お
い
て
、「『
源
氏
物
語
』
を
読
み
始

め
た
の
は
小
学
校
の
高
学
年
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。」
と
記
し
て
い
る
。

注
四：

瀬
戸
内
寂
聴
著
『
わ
た
し
の
源
氏
物
語
』
の
中
の
「
出
逢
い
」
に
お
い
て
、

「
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
わ
た
し
は
十
三
歳
で
、（
中
略
）「
源
氏
物
語

与
謝
野
晶
子
訳
」
と
い
う
文
字
が
、
わ
た
し
の
目
を
引
き
よ
せ
た
。（
中
略
）

読
み
や
す
い
歯
切
れ
の
い
い
文
章
に
案
内
さ
れ
、
わ
た
し
は
一
気
に
源
氏
物

語
の
世
界
に
引
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。

注
五：

『
更
級
日
記
』
に
は
、「
世
の
中
に
物
語
と
い
ふ
も
の
の
あ
ん
な
る
を
、

い
か
で
見
ば
や
と
思
ひ
つ
つ
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ひ
る
ま
、
宵
居
な
ど
に
、
姉
、

継
母
な
ど
や
う
の
人
々
の
、
そ
の
物
語
、
か
の
物
語
、
光
源
氏
の
あ
る
や
う

な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
語
る
を
聞
く
に
、
い
と
ど
い
か
し
さ
ま
さ
れ
ど
、
わ

が
思
ふ
ま
ま
に
、
そ
ら
に
い
か
で
か
お
ぼ
え
語
ら
む
。
い
み
じ
く
心
も
と
な

き
ま
ま
に
、
等
身
に
薬
師
仏
を
造
り
て
、
手
洗
ひ
な
ど
し
て
、
人
ま
に
み
そ

か
に
入
り
つ
つ
、「
京
に
と
く
上
げ
た
ま
ひ
て
、
物
語
の
多
く
さ
ぶ
ら
ふ
な

る
、
あ
る
か
ぎ
り
見
せ
た
ま
へ
」
と
、
身
を
捨
て
て
額
を
つ
き
祈
り
申
す
ほ

ど
に
、
十
三
に
な
る
年
、
上
ら
む
と
て
、
・
・
・
」（
犬
養
廉
校
注
・
訳〈
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
〉『
更
級
日
記
』）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

・
塩
田
良
平
〈
古
典
文
学
全
集
・
４
〉『
源
氏
物
語
』（
昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日

ポ
プ
ラ
社
）

・
山
岸
徳
平
「
古
典
と
現
代
語
訳
」（
阿
部
秋
生
ほ
か
校
注
・
訳
〈
日
本
古
典
文

学
全
集
十
三
〉『
源
氏
物
語
』〈
二
〉
月
報
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十
五
日

小
学
館
））

・
円
地
文
子
〈
わ
た
し
の
古
典
６
〉『
円
地
文
子
の
源
氏
物
語
』〈
巻
一
〉（
昭
和

六
十
年
十
月
二
十
三
日

集
英
社
）

・
永
井
和
子
「
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
」（
今
井
卓
爾
ほ
か
編
〈
源
氏
物
語
講
座

第
九
巻
〉『
近
代
と
海
外
と
の
交
流
』（
平
成
四
年
一
月
二
十
日

勉
誠
社
））

・
瀬
戸
内
寂
聴
〈
少
年
少
女
古
典
文
学
館

第
五
巻
〉『
源
氏
物
語
』〈
上
〉（
平

成
四
年
十
二
月
十
九
日

講
談
社
）

・
瀬
戸
内
寂
聴
〈
少
年
少
女
古
典
文
学
館

第
六
巻
〉『
源
氏
物
語
』〈
下
〉（
平

成
五
年
一
月
二
十
八
日

講
談
社
）

・
瀬
戸
内
寂
聴
『
わ
た
し
の
源
氏
物
語
』（
平
成
五
年
六
月
二
十
五
日

集
英
社
）
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・
藤
岡
忠
美
校
注
・
訳
『
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
讃
岐
典

侍
日
記
』（
平
成
六
年
九
月
二
十
日

小
学
館
）

・
犬
養
廉
ほ
か
校
注
・
訳
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〉『
和
泉
式
部
日
記
・
紫

式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
讃
岐
典
侍
日
記
』（
平
成
六
年
九
月
二
十
日

小
学

館
）

・
秋
山
虔
「『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
の
方
法
―
三
度
目
の
挑
戦
か
ら
―
」（
室
伏

信
助
編
『
い
ま
「
源
氏
物
語
」
を
ど
う
読
む
か
』（
平
成
七
年
六
月
三
十
日

お
う
ふ
う
））

・
秋
山
虔
「
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
―
そ
の
限
界
を
ど
う
考
え
る
か
―
」（
秋
山

虔
編
〈
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
〉『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』〈
二
十

九

花
散
里
〉（
平
成
十
五
年
六
月
十
日

至
文
堂
））

・
与
謝
野
晶
子
『
与
謝
野
晶
子
の
源
氏
物
語
〈
下
〉

宇
治
の
姫
君
た
ち
』（
平

成
二
十
年
四
月
二
十
五
日

角
川
学
芸
出
版
）

・
室
城
秀
之
ほ
か
「『
源
氏
物
語
』「
蓬
生
」
の
巻
現
代
語
訳
試
案
（
一
）」（『
言

語
・
文
学
研
究
論
集
』〈
第
十
四
号
〉（
平
成
二
十
六
年
三
月

白
百
合
女
子
大

学
言
語
・
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー
））

・
大
塚
ひ
か
り
「
誰
の
た
め
の
現
代
語
訳
か
」（『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』〈
五
十
九
号
〉

（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日

笠
間
書
院
））

・
北
村
結
花
「
千
年
の
時
を
か
け
る
少
年
少
女
―
児
童
書
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』

の
現
在
―
」（『
文
学
・
語
学
』〈
第
二
百
十
九
号
〉（
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十

五
日

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
））

・
文
部
科
学
省
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」〈
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
三
号
〉

（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
改
正
）

二
、『
源
氏
物
語
』「
御
法
」
巻
の
現
代
語
訳

ま
え
が
き

げ
ん
じ
も
の
が
た
り

『
源
氏
物
語
』
は
、
平
安
時
代
中
期
の
十
一
世
紀
初
め
頃
に
書
か
れ
ま
し
た
。

い
ち
じ
ょ
う
て
い

し
ょ
う
し
こ
う
ご
う

む
ら
さ
き
し
き
ぶ

作
者
は
、
こ
の
頃
の
天
皇
で
あ
る
一
条
帝
の
彰
子
皇
后
に
仕
え
て
い
た
、
紫
式
部

み
や
づ
か

に
ょ
う
ぼ
う

と
呼
ば
れ
る
宮
仕
え
女
房
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
源
氏
物
語
』
は
全
部

で
五
十
四
巻
か
ら
な
る
、
長
編
物
語
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
四
十
番
目
に
あ
た

み

の

り

ま
き

る
「
御
法
」
の
巻
全
文
の
現
代
語
訳
を
行
な
い
ま
し
た
。

千
年
も
前
に
書
か
れ
た
こ
の
物
語
の
文
章
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

言
葉
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
。
原
文
を
そ
の
ま
ま
読
ん
で
も
す
ぐ
に
は
理
解
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
皆
さ
ん
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
現
代
の
言
葉
に
移
し
換

え
ま
し
た
。

ま
た
、
住
居
や
衣
服
な
ど
生
活
環
境
も
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
千
年
前
の
言
葉

を
現
代
の
言
葉
に
移
し
換
え
た
だ
け
で
は
、
当
時
の
生
活
環
境
が
理
解
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
間
の
心
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
悲
し
い
気
持

ち
、
う
れ
し
い
気
持
ち
な
ど
の
心
の
動
き
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
し
て
物
事
を
処
理
し
て
い
く
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か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
苦
し
い
気
持
ち
か
ら
抜
け
出
す
の
か
な
ど
の
心
の
あ
り
方

は
、
昔
の
人
た
ち
の
考
え
方
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
注
意
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ひ
か
る
げ
ん
じ

む
ら
さ
き

こ
の
「
御
法
」
の
巻
は
、
主
人
公
の
光
源
氏
の
最
愛
の
女
性
で
あ
っ
た
紫
の

う
え上

の
死
の
場
面
を
描
い
て
い
ま
す
。愛
す
る
家
族
の
死
は
、必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

避
け
て
は
通
れ
な
い
、
と
て
も
悲
し
い
つ
ら
い
別
れ
な
の
で
す
。
死
期
が
近
づ
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
紫
の
上
は
、
自
分
が
死
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
の

悲
し
さ
以
外
に
も
う
一
つ
、
残
さ
れ
た
光
源
氏
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
が
つ
ら
く
て

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
紫
の
上
が
い
な
く
な
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
光
源
氏

は
、
深
い
悲
し
み
の
中
に
い
ま
す
。
そ
う
し
た
、
死
ん
で
い
く
人
と
残
さ
れ
る
人

と
の
心
を
描
い
て
い
る
の
が
こ
の
巻
な
の
で
す
。

ゆ
う
ぎ
り

そ
し
て
も
う
一
つ
。
光
源
氏
に
は
、
夕
霧
と
い
う
子
ど
も
が
あ
り
ま
す
。
彼
は
、

ま
ま
は
は

少
年
の
頃
か
ら
、
継
母
で
あ
る
紫
の
上
に
恋
心
に
似
た
気
持
ち
を
も
っ
て
い
ま
し

し

ぼ

た
。
お
と
な
に
な
っ
た
夕
霧
が
今
も
な
お
、
ひ
そ
か
に
抱
き
続
け
て
い
る
、
思
慕

の
感
情
が
表
現
さ
れ
た
場
面
で
も
あ
り
ま
す
。

登
場
人
物
の
「
大
切
な
人
」
へ
の
思
い
を
読
み
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
で

い
ち
ご
ん
い
っ
く

き
る
限
り
原
文
を
尊
重
し
て
現
代
語
訳
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
言
一
句
違
わ
な

い
よ
う
に
訳
す
と
、
か
え
っ
て
意
味
の
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
で
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
に
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
基
準

を
設
け
ま
し
た
。

あ

べ

あ

き

お

あ
き
や
ま
け
ん

い

ま

い
げ
ん
え
い

す

ず

き

ひ

で

お

一
、
作
品
本
文
は
、
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳

い

き

ょ

〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〉『
源
氏
物
語
』〈
四
〉
に
依
拠
し
ま
し
た
。
そ
の

ち
ゅ
う
し
ゃ
く
し
ょ

他
に
も
、
既
刊
の
注
釈
書
や
現
代
語
訳
を
参
照
し
て
い
ま
す
。
参
照
し
た
書

籍
に
つ
い
て
は
、【
参
考
文
献
】
と
し
て
一
覧
に
し
て
あ
り
ま
す
。

一
、
こ
の
物
語
が
成
立
し
た
当
時
の
読
書
は
、
音
読
が
基
本
で
し
た
。
そ
の
雰
囲

気
を
少
し
で
も
味
わ
え
る
よ
う
、
音
読
に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
に
し
ま
し
た
。
そ

て

き

ぎ

の
た
め
、
適
宜
、
長
い
文
章
な
ど
を
区
切
っ
て
、
い
く
つ
か
の
文
章
に
改
め
ま

し
た
。

一
、
特
に
長
文
に
つ
い
て
で
す
が
、
語
句
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味

が
通
り
や
す
い
場
合
は
、
語
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、
内
容
を

ス
ム
ー
ズ
に
理
解
し
、
読
み
進
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
文
そ
の

も
の
の
順
序
も
入
れ
か
え
ま
し
た
。

一
、
原
文
に
お
い
て
は
、
主
語
が
な
い
文
章
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
誰
が
発
言

し
て
い
る
言
葉
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
適

宜
、
主
語
を
補
っ
て
誰
の
言
動
で
あ
る
か
わ
か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

に
ょ
う
ぼ
う

一
、
こ
の
物
語
は
、
女
房
が
語
っ
て
い
る
と
い
う
形
式
で
物
語
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。
よ
っ
て
、
語
り
か
け
る
と
き
の
言
葉
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る

「
で
す
・
ま
す
」
調
に
し
ま
し
た
。

一
、
物
語
の
語
り
手
が
、
登
場
人
物
の
心
情
を
語
っ
て
い
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

し
ん
な
い
ご

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
登
場
人
物
の
心
内
語
と
し
て
、〈

〉
で
く
く
り

ま
し
た
。

よ

一
、『
源
氏
物
語
』
の
中
で
は
、
和
歌
が
詠
ま
れ
ま
す
。
和
歌
は
、
登
場
人
物
の

ひ

ら

が

な

心
情
を
五
、
七
、
五
、
七
、
七
の
平
仮
名
三
十
一
文
字
に
よ
り
表
現
し
た
も
の
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で
す
。そ
の
和
歌
を
和
歌
と
し
て
そ
の
ま
ま
現
代
語
訳
す
る
と
、そ
こ
で
ス
ト
ー

リ
ー
が
途
切
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
読
み
進
め
る
た
め

に
、
和
歌
は
あ
え
て
和
歌
と
し
て
訳
し
て
い
ま
せ
ん
。
会
話
文
同
様
、
そ
の
内

容
を
登
場
人
物
が
発
言
し
た
と
い
う
形
式
に
し
、
本
文
に
織
り
込
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
和
歌
な
の
か
通
常
の
会
話
文
な
の
か
を
判
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
和
歌
に
つ
い
て
は
『

』
で
く
く
り
表
現
し
ま
し
た
。

き
ょ
う
て
ん

ぶ

が

く

一
、
当
時
の
経
典
の
名
称
や
舞
楽
の
名
称
な
ど
、
説
明
を
要
す
る
よ
う
な
言
葉

も
あ
り
ま
す
が
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
読
み
進
め
る
た
め
に
、
解

説
を
付
け
加
え
た
り
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
本
文
中
に
何
の
名
称

で
あ
る
の
か
と
い
う
程
度
の
説
明
は
加
え
て
お
き
ま
し
た
。

一
、
こ
の
現
代
語
訳
に
は
、
ま
だ
学
習
し
て
い
な
い
や
や
難
解
な
語
句
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
意
味
等
の
補
足
は
つ
け
て
あ
り
ま
せ
ん
。
前

後
の
言
葉
か
ら
お
お
よ
そ
の
意
味
は
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
知
り

た
い
と
き
は
、
辞
典
な
ど
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

一
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
物
語
中
で
年
月
の
経
過
と
と
も
に
登
場
人
物

の
呼
称
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
現
代
語
訳
を
行
う
に
あ
た
り
、
基
本
的

に
は
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
呼
び
名
で
記
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
主
人
公

の
光
源
氏
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
原
文
ど
お
り
の
「
院
」
を
用
い
ま
し
た
。
以

下
、「
御
法
」
巻
に
登
場
す
る
人
物
紹
介
と
と
も
に
、
こ
の
巻
の
原
文
で
は
ど

の
よ
う
な
呼
称
で
あ
っ
た
か
も
あ
わ
せ
て
記
し
て
お
き
ま
す
。

い
ん

じ
ゅ
ん
だ
い
じ
ょ
う
て
ん
の
う

院
・
・
・『
源
氏
物
語
』の
主
人
公
で
あ
る
光
源
氏
。
准
太
上
天
皇
。
五
十
一

い
ん

歳
。
こ
の
「
御
法
」
の
巻
に
お
い
て
は
、「
院
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
院
」
と
い
う
呼
称
は
、
当
時
の
天
皇
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
人
に

じ
ゅ
ん
だ
い
じ
ょ
う
て
ん
の
う

つ
い
て
の
呼
び
名
で
す
。
光
源
氏
は
、
准
太
上
天
皇
の
立
場
に
あ
り
、

ろ
く
じ
ょ
う
い
ん

住
ま
い
が
六
条
院
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
た
め
、「
六
条
院
」
や
「
院
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

む
ら
さ
き

う
え

紫
の
上
・
・
・
光
源
氏
の
妻
の
一
人
で
あ
り
、
最
愛
の
女
性
。
四
十
三
歳
。

あ
い
だ

光
源
氏
と
長
年
夫
婦
と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
二
人
の
間
に
子
ど

あ

か

し

き
み

あ

か

し

も
は
い
ま
せ
ん
。
光
源
氏
と
明
石
の
君
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
（
明
石
の

ち
ゅ
う
ぐ
う

に
お
う
み
や

中
宮
）
を
養
育
し
、
ま
た
そ
の
子
ど
も
で
あ
る
匂
宮
な
ど
の
養
育
も
し

て
い
ま
す
。

ゆ
う
ぎ
り

き
み

あ
お
い

う
え

せ
い
さ
い

夕
霧
の
君
・
・
・
父
は
光
源
氏
、
母
は
葵
の
上
（
光
源
氏
の
最
初
の
正
妻

で
、
夕
霧
の
出
産
と
同
時
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
）。
三
十
歳
。
こ
の「
御

だ
い
し
ょ
う

き
み

法
」
の
巻
に
お
い
て
は
、「
大
将
の
君
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
大
将
」

か
ん
し
ょ
く
め
い

と
い
う
の
は
官
職
名
で
す
。
当
時
、
男
性
の
場
合
は
、
官
職
名
で
呼
ば

し
ょ
う
し
ん

れ
る
こ
と
が
多
く
、
昇
進
す
る
ご
と
に
呼
称
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

あ

か

し

ち
ゅ
う
ぐ
う

明
石
の
中
宮
・
・
・
父
は
光
源
氏
、
母
は
明
石
の
君
。
二
十
三
歳
。
天
皇

こ
う
ご
う

み
か
ど

と
結
婚
し
皇
后
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
皇
后
は「
中
宮
」、
天
皇
は「
帝
」

う

ち

「
内
裏
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

に
お
う
み
や

匂
宮
・
・
・
父
は
天
皇
、
母
は
明
石
の
中
宮
。
五
歳
。
こ
の
「
御
法
」
の

さ
ん

み
や

巻
に
お
い
て
は
、「
三
の
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
宮
」
は
天
皇
の
子

ど
も
で
あ
る
こ
と
、「
三
」
は
三
番
目
に
生
ま
れ
た
男
の
子
と
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。
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あ

か

し

き
み

あ

か

し

ち
ゅ
う
ぐ
う

明
石
の
君
・
・
・
光
源
氏
の
妻
の
一
人
。
明
石
の
中
宮
の
実
母
。
四
十
二

歳
。

は
な
ち
る
さ
と

花
散
里
・
・
・
光
源
氏
の
妻
の
一
人
。
夕
霧
の
育
て
の
母
。

と
う

ち
ゅ
う
し
ょ
う

頭
の
中
将
・
・
・
光
源
氏
の
古
く
か
ら
の
親
友
。
葵
の
上
の
兄
。
五
十
六
、

ち

じ

お

と

ど

七
歳
か
。
こ
の
「
御
法
」
の
巻
に
お
い
て
は
、「
致
仕
の
大
臣
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
致
仕
」
は
官
職
に
つ
い
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
辞

だ
い
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

め
た
人
を
指
し
ま
す
。
こ
の
人
物
は
、「
太
政
大
臣
」
を
務
め
て
い
ま
し

た
。

あ
き
こ
の
む

ち
ゅ
う
ぐ
う

秋
好
の
中
宮
・
・
・
一
世
代
前
の
皇
后
。
四
十
二
歳
。
光
源
氏
と
紫
の
上

が
親
代
わ
り
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
御
法
」
の
巻
に
お
い
て
は
、

れ
い
ぜ
い
い
ん

き
さ
い

み
や

「
冷
泉
院
の
后
の
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
現
代
語
訳
に
あ
た
っ
て
の
基
準
で
す
。

こ
の
現
代
語
訳
は
、
ス
ム
ー
ズ
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
読
み
す
す
め
ら
れ
る
よ
う

に
心
が
け
て
現
代
語
訳
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
音
読
し
た
場
合
の
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
読
み
聞
か
せ
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

対
象
年
齢
を
十
一
歳
か
ら
十
二
歳
と
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
読
み
聞
か
せ
で
あ
れ

ば
、
対
象
年
齢
よ
り
い
く
ぶ
ん
低
年
齢
層
に
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

御

法

（
現
代
語
訳
）

出
家
を
願
う
重
病
の
紫
の
上

む
ら
さ
き

う
え

紫
の
上
は
、
四
年
前
に
大
病
を
さ
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
た
い
そ
う
弱
っ

て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
は
っ
き
り
と
、
ど
こ
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
の
で

す
が
、
何
か
し
ら
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

ん
な
状
態
が
も
う
ず
い
ぶ
ん
と
長
く
続
い
て
お
い
で
に
な
り
、
ど
う
も
快
復
の
見

込
み
は
た
ち
そ
う
も
な
く
、
日
に
日
に
弱
っ
て
い
か
れ
る
一
方
な
の
で
し
た
。
そ

い
ん

の
様
子
を
ご
覧
に
な
り
、
夫
の
院
は
た
い
そ
う
心
配
な
さ
っ
て
お
い
で
で
す
。
そ

し
て
、

た

が
た

〈
紫
の
上
が
先
に
亡
く
な
る
な
ん
て
、
こ
の
上
な
く
耐
え
難
い
こ
と
だ
。
自
分
も

高
齢
の
こ
と
と
て
、
い
ず
れ
こ
の
人
の
後
を
追
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
ま

で
の
時
間
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。
こ
の
世
に
ひ
と
り

取
り
残
さ
れ
る
辛
さ
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
〉

と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

一
方
、
紫
の
上
は
、

〈
も
う
、
こ
の
世
に
望
む
も
の
は
何
も
あ
り
は
し
な
い
。
気
に
か
け
な
け
れ
ば
い
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け
な
い
子
ど
も
も
い
な
い
こ
の
身
の
上
。
も
う
、
無
理
に
生
き
な
が
ら
え
よ
う
と

思
う
命
で
も
あ
る
ま
い
。た
だ
、私
が
先
に
あ
の
世
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

院
は
ど
ん
な
に
か
お
悲
し
み
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
だ
け
が
ど
う
に
も
つ
ら

く
て
な
ら
な
い
〉

と
、
ひ
と
り
心
の
中
で
悲
し
く
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
た
。

ぶ

つ

じ

そ
し
て
、
あ
の
世
で
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
あ
れ
こ
れ
の
仏
事
を
お
営
み
に
な

る
と
と
も
に
、

ぶ
つ
ど
う
し
ゅ
ぎ
ょ
う

〈
こ
の
世
に
命
が
あ
る
う
ち
に
、
仏
道
修
行
に
専
念
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
何
と

し
ゅ
っ
け

か
出
家
を
し
て
し
ま
い
た
い
〉

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
お
気
持
ち
は
、
以
前
か
ら
院
に
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
院

は
、
そ
れ
を
決
し
て
お
許
し
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
院
自
身
が

以
前
か
ら
出
家
を
望
む
思
い
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
、

〈
紫
の
上
が
こ
う
も
熱
心
に
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
こ
れ
を
機
に
い
っ
そ

二
人
で
出
家
し
て
し
ま
お
う
か
〉

と
、
心
が
揺
れ
動
く
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
ば

〈
修
行
の
か
い
が
あ
っ
て
あ
の
世
に
行
っ
た
な
ら
ば
、
仏
さ
ま
の
お
側
で
と
も
に

仲
良
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
一
度
出
家
し
て
し
ま
え

ば
、
こ
の
世
で
の
修
行
は
別
々
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
う
な
れ
ば
、二
度
と
こ
の
世
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
衰
弱
し
て
い
か
に
も
頼
り
な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
紫
の
上

を
見
捨
て
る
よ
う
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
こ
ん
な
に
も
迷
い
が

多
く
て
は
、
無
心
に
な
っ
て
、
修
行
に
打
ち
込
む
こ
と
な
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
〉

な
ど
と
考
え
、
な
か
な
か
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
ず
に
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

ま
た
紫
の
上
は
、

せ
け
ん
て
い

〈
院
の
お
許
し
な
し
で
、
勝
手
に
出
家
し
て
し
ま
う
こ
と
は
世
間
体
が
よ
く
あ
る

ま
い
。
そ
れ
よ
り
な
に
よ
り
、
身
勝
手
な
ふ
る
ま
い
は
、
院
に
寄
り
添
い
な
が
ら

生
き
て
き
た
自
分
の
気
持
ち
が
許
さ
な
い
。
ど
う
か
院
が
ひ
と
こ
と
お
許
し
を
く

だ
さ
れ
ば
よ
い
も
の
を
〉

う
ら

と
、
恨
め
し
く
も
思
わ
れ
る
一
方
、

お
か

〈
思
う
よ
う
に
出
家
も
で
き
な
い
の
は
、
私
の
こ
の
世
で
犯
し
た
罪
が
重
い
せ
い

な
の
だ
ろ
う
か
〉

と
気
に
病
ん
で
お
い
で
な
の
で
し
た
。
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法
要
の
準
備
を
す
る
紫
の
上

と
う
と

ほ
け
き
ょ
う

紫
の
上
は
、
ご
自
身
の
出
家
の
準
備
と
し
て
、
最
も
尊
い
と
さ
れ
る
法
華
経

と
と
の

を
千
部
も
整
え
、
急
い
で
お
寺
に
お
納
め
に
な
ろ
う
と
な
さ
い
ま
す
。
そ
の
た

に
じ
ょ
う
い
ん

め
の
行
事
は
、
院
と
と
も
に
過
ご
し
た
愛
着
の
あ
る
二
条
院
で
と
り
行
う
こ
と
と

ほ
う
よ
う

そ
う

ほ
う
ぶ
く

し
ま
し
た
。
紫
の
上
は
、
そ
の
法
要
を
つ
と
め
る
僧
た
ち
の
法
服
も
そ
れ
ぞ
れ
そ

い

ろ

あ

の
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
お
与
え
に
な
り
ま
す
。
そ
の
お
色
合
い
や
お
仕
立

て
な
ど
の
た
い
そ
う
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、
こ
の
上
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
も
か

も
が
お
ご
そ
か
で
、
ご
立
派
な
法
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

院
は
、
こ
の
法
要
が
そ
れ
ほ
ど
大
が
か
り
な
も
の
と
は
お
聞
き
に
な
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
あ
れ
こ
れ
ご
指
示
な
ど
は
な
さ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紫
の
上
ご
自
身
が
立
派
に
ご
準
備
さ
れ
た
ご
様
子

を
ご
覧
に
な
り
、

か
た

「
紫
の
上
と
い
う
お
方
は
、
な
ん
と
仏
道
の
儀
式
に
ま
で
精
通
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
、
万
事
に
優
れ
た
お
方
な
の
だ
な
あ
」

と
、
つ
く
づ
く
感
心
さ
れ
て
、
ご
く
一
部
の
ご
準
備
を
お
手
伝
い
な
さ
る
ぐ
ら
い

な
の
で
し
た
。

が

が

く

ぶ

よ

う

ま
い
び
と

み

こ

ゆ
う
ぎ
り

き
み

雅
楽
の
奏
者
や
、
舞
踊
の
舞
人
に
つ
い
て
は
、
院
の
御
子
の
夕
霧
の
君
が
中
心

と
な
っ
て
ご
準
備
さ
れ
ま
す
。

み
か
ど

み

こ

と
う
ぐ
う

あ
き
こ
の
む

さ
き

ち
ゅ
う
ぐ
う

帝
や
第
一
の
皇
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
春
宮
や
秋
好
の
前
の
中
宮
、
そ
し
て
紫

あ

か

し

ち
ゅ
う
ぐ
う

の
上
が
お
育
て
に
な
っ
た
明
石
の
中
宮
を
は
じ
め
と
し
て
、
縁
の
深
い
女
君
の

方
々
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
お
供
え
物
な
ど
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
要
が

近
づ
く
に
つ
れ
、
そ
の
ご
準
備
に
加
わ
る
人
々
の
数
も
増
し
て
い
き
ま
す
。

紫
の
上
が
も
う
長
い
間
、
出
家
を
願
っ
て
い
ら
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
ご

準
備
の
よ
う
す
か
ら
も
よ
く
う
か
が
え
る
の
で
し
た
。

春
景
色
の
中
の
法
要

三
月
十
日
が
、
法
要
の
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
な
ち
る
さ
と

あ

か

し

花
散
里
と
呼
ば
れ
る
お
方
や
、
明
石
の
中
宮
の
実
母
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
明
石
の

き
み君

な
ど
も
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
院
の
愛
情
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
で
す
。

紫
の
上
は
、
南
と
東
の
戸
を
あ
け
放
た
れ
て
お
座
り
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
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し
ん
で
ん

お
ん
な
ぎ
み

か
た
が
た

ま
す
。
そ
こ
は
、
寝
殿
の
西
側
の
お
部
屋
な
の
で
す
。
女
君
の
方
々
の
お
席
は
、

北
側
の
細
長
い
お
部
屋
を
ふ
す
ま
で
仕
切
っ
て
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ふ

ぜ

い

桜
の
花
盛
り
で
、
春
の
う
ら
ら
か
な
空
も
よ
う
も
風
情
が
あ
り
、
き
っ
と
仏
さ

ま
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も
こ
ん
な
感
じ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

ほ
ど
信
心
深
く
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
罪
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

と
な

き
ょ
う

僧
の
唱
え
る
お
経
が
、
あ
た
り
に
と
ど
ろ
い
て
お
り
ま
す
。
お
集
ま
り
に
な
っ

た
大
勢
の
方
々
の
お
声
も
、
そ
れ
に
加
わ
っ
て
な
ん
と
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
や
が

て
、
僧
の
声
が
ぴ
た
り
と
止
み
、
す
っ
と
静
寂
が
訪
れ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
紫
の
上
に
と
っ
て
は
死
を
予
感
し
、
い
っ
そ
う
の
心
細
さ
を
痛
感
す
る
瞬

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

み

こ

に
お
う
み
や

紫
の
上
は
、
明
石
の
中
宮
の
御
子
の
匂
宮
を
お
使
い
に
仕
立
て
て
、
明
石
の

君
に
、

『
も
は
や
こ
の
世
に
な
ん
の
未
練
も
な
い
私
の
身
で
は
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
こ
れ
で
寿
命
が
尽
き
る
と
思
う
と
、
そ
れ
は
た
い
そ
う
悲
し
い
も
の
で

す
』

と
、
そ
の
心
細
い
お
気
持
ち
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
明
石
の
君
は
、
こ
ち
ら
か
ら
も

心
細
い
お
返
事
を
し
て
は
、
か
え
っ
て
よ
ろ
し
く
な
い
と
お
考
え
に
な
り
、

『
法
華
経
の
ご
法
要
を
な
さ
る
の
は
今
日
が
初
め
て
の
こ
と
。

す
え
な
が

こ
れ
か
ら
も
こ
の
世
で
の
ご
法
要
は
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
末
永
き
ご
寿
命

と
な
り
ま
し
ょ
う
』

さ
わ

と
、
あ
た
り
障
り
の
な
い
お
返
事
を
な
さ
い
ま
す
。

つ
づ
み

ね

僧
の
声
に
合
わ
せ
て
打
ち
鳴
ら
す
鼓
の
音
が
、
春
の
夜
に
絶
え
間
な
く
響
き

か
す
み

渡
っ
て
い
ま
す
。
空
は
ほ
ん
の
り
と
明
け
は
じ
め
、
か
す
か
に
霞
の
あ
い
だ
か

ら
見
え
始
め
た
桜
の
花
た
ち
が
、
春
が
一
番
で
す
よ
ね
と
、
言
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
咲
き
満
ち
て
い
ま
す
。
笛
の
音
に
負
け
な
い
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
の
で
し
ょ

も
も
ち
ど
り

う
か
、
耳
を
傾
け
る
と
、
百
千
鳥
の
さ
え
ず
る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

し
つ
ら

り
ょ
う
お
う

ま
い

お
庭
に
設
え
ら
れ
た
舞
台
で
は
、
陵
王
の
舞
が
、
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
舞
の

終
わ
り
が
近
づ
く
と
、
急
に
音
楽
が
早
く
な
り
、
さ
ら
に
華
や
か
さ
を
増
す
の
で

し
た
。

見
物
の
人
々
は
、そ
の
見
事
な
舞
に
感
動
し
て
、ご
自
分
た
ち
が
お
召
し
に
な
っ

ま
い
び
と

て
い
る
も
の
を
脱
い
で
、
舞
人
に
お
与
え
に
な
り
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
着
物
が

宙
を
舞
う
様
子
も
ま
た
、
華
や
か
で
美
し
い
の
で
す
。

し
ん
の
う

か
ん
だ
ち
め

く
ら
い

ひ
い

演
奏
は
、
親
王
の
方
々
や
上
達
部
の
位
の
人
た
ち
の
中
で
も
、
音
楽
に
秀
で
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だ
い
だ
い

ひ

ぎ

て
い
る
人
た
ち
が
行
い
ま
す
。
そ
の
家
々
に
代
々
伝
わ
っ
て
い
る
演
奏
の
秘
技

を
、
惜
し
み
な
く
披
露
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
時
ば
か
り
は
、
身
分
の
上

下
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
、
音
楽
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
た
。
そ
の
様
子
を
ご
覧
に
な
る
に
つ
け
て
も
、
紫
の
上
は
、

〈
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
の
で
し
ょ
う
、
こ
の
世
の
中
は
〉

と
、
し
み
じ
み
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ご
自
分
の
残
り
少
な
い
寿
命
を

さ
と

お
悟
り
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

紫
の
上
は
、
い
つ
に
な
く
起
き
て
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
お
疲
れ
の
た
め
か
、

と
こ

ご
気
分
が
悪
く
床
に
伏
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

か
な

〈
行
事
が
あ
る
ご
と
に
、
い
つ
も
集
ま
っ
て
音
楽
を
奏
で
て
く
だ
さ
る
人
々
の
お

ね

顔
や
お
姿
を
見
る
の
も
、
こ
れ
が
最
後
。
す
ば
ら
し
い
琴
や
笛
の
音
を
耳
に
す
る

の
も
、
こ
れ
が
最
後
〉

と
お
思
い
に
な
り
、
日
ご
ろ
は
目
に
も
と
ま
ら
な
い
人
々
の
お
顔
ま
で
、
ひ
と
り

ひ
と
り
丁
寧
に
見
渡
し
な
さ
る
の
で
し
た
。

ま
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
親
交
の
あ
る
女
君
の
方
々
と
も
な
れ
ば
、
季
節
ご
と
の

も
よ
お

音
楽
の
催
し
な
ど
で
も
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
と
な
く
お
互
い
に
張
り
合
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
、

〈
こ
の
世
の
中
に
永
遠
に
生
き
続
け
る
人
な
ど
い
ま
す
ま
い
。
で
も
、
こ
の
中
で

私
ひ
と
り
だ
け
が
も
う
す
ぐ
あ
の
世
に
旅
立
つ
こ
と
に
な
る
と
は
〉

と
心
の
底
か
ら
悲
し
く
な
ら
れ
る
の
で
す
。

名
残
を
惜
し
む
紫
の
上

し

た

く

法
要
が
終
わ
っ
て
、
紫
の
上
と
親
交
の
あ
る
女
君
の
方
々
も
お
帰
り
の
仕
度
を

始
め
ら
れ
ま
す
。
紫
の
上
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
永
遠
の
別
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ

な

ご

り

お

て
、
と
て
も
名
残
惜
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

『
こ
れ
が
私
の
こ
の
世
で
の
最
後
の
法
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
結
ば
れ
た
あ
な
た
と
の
こ
の
世
の
ご
縁
は
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
永
遠
の

も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
』

は
な
ち
る
さ
と

と
、
花
散
里
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
花
散
里
は
、

『
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
法
要
に
お
招
き
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
仏
事
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
私
た
ち
の
縁
が
、
今
後
絶
え
る
こ
と
な
ど
ご
ざ
い
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ま
す
も
の
で
す
か
。』

と
、
お
答
え
に
な
る
の
で
し
た
。

紫
の
上
は
、
千
部
の
法
華
経
を
お
納
め
す
る
法
要
に
引
き
続
い
て
、
あ
れ
こ
れ

の
尊
い
仏
事
を
お
営
み
に
な
り
ま
す
。

へ

い

ゆ

一
方
、
病
気
平
癒
の
ご
祈
祷
に
つ
い
て
は
、
効
果
も
現
れ
ぬ
ま
ま
た
だ
月
日
だ

む
な

け
が
空
し
く
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
引
き
続
き
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
お

寺
で
、
ご
祈
祷
を
続
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
で
は
そ
れ
が
日
常
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紫
の
上
、
明
石
の
中
宮
と
過
ご
さ
れ
る
夏

夏
が
き
ま
し
た
。

紫
の
上
は
、
夏
の
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
気
を
失
っ
て
し
ま
わ
れ
そ
う
な
時
が

し
ば
し
ば
ご
ざ
い
ま
す
。
重
症
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
夏
の
暑
さ
と
、
長
く
患
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
重
な
っ
て
、
日
ご
と
に
衰
弱
し
て
い
か
れ
ま
す
。
お
仕

じ

じ

ょ

え
し
て
い
る
侍
女
た
ち
も
、

〈
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
〉

と
、
不
安
と
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
な
が
ら
、
お
世
話
な
さ
っ
て
い
る
の
で

す
。明

石
の
中
宮
が
、
養
母
で
あ
る
紫
の
上
の
ご
病
状
を
お
聞
き
に
な
っ
て
、
二
条

べ
つ
む
ね

院
に
お
里
帰
り
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
は
、
二
条
院
の
東
の
別
棟
に
ご
滞
在
に
な

り
ま
す
。
紫
の
上
は
、
自
身
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
西
の
別
棟
か
ら
、
東
の
別
棟
に
ご

あ
い
さ
つ
の
た
め
お
渡
り
に
な
り
ま
す
。

明
石
の
中
宮
が
、
ご
到
着
に
な
り
ま
し
た
。
付
き
添
い
の
人
々
が
入
っ
て
く
る

と
き
に
名
を
名
乗
る
儀
式
は
、
い
つ
も
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
紫
の
上
に
と
っ
て
は
、
も
う
こ
れ
が
聞
き
納
め
か
と
思
わ
れ
て
、
そ
の
声
に

耳
を
そ
ば
だ
て
ら
れ
る
の
で
す
。

〈
あ
あ
、
あ
の
人
、
あ
あ
、
こ
の
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
な
ん
と
、
た
く
さ
ん
の

方
々
が
お
供
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
〉

と
、
一
人
ひ
と
り
の
お
姿
を
、
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
の
で
す
。

明
石
の
中
宮
と
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
長
い
間
お
会
い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
い
そ
う
う
れ
し
く
、
積
も
る
話
を
な
さ
っ
て
お
い
で
で
す
。

そ
こ
へ
ふ
と
、
院
が
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
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「
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
今
夜
は
私
の
居
場
所
は
な
い
よ
う
だ
。
巣
に
入
れ
な
い
鳥

の
よ
う
だ
。
邪
魔
者
は
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
寝
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
」

と
ほ
ほ
え
ん
で
、
お
戻
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
院
は
、
紫
の
上
が
起
き
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
ど
ん
な
に
か
う
れ
し
く
思
わ
れ
る
の
で

す
。紫

の
上
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
別
棟
に
わ
か
れ
て
お
り
ま
し
て
は
、
さ
み
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し

か
し
、も
う
こ
の
か
ら
だ
で
は
、こ
う
し
て
参
上
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
申
し
ま
し
て
、
中
宮
と
い
う
お
立
場
の
方
に
、
私

の
西
の
別
棟
に
い
ら
し
て
い
た
だ
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
で
き
ま
せ
ん
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
東
の
別
棟
に
滞
在
な
さ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。そ

こ
へ
、
明
石
の
君
が
お
い
で
に
な
り
、
し
ん
み
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
静

か
に
な
さ
い
ま
す
。

紫
の
上
に
は
、
ご
自
身
の
死
後
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が

お
あ
り
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
口
に
し
た
な
ら
ば
、
人
々
が
悲
し

む
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
何
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
世
間
話
を
そ
れ

と
な
く
し
み
じ
み
と
お
話
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
し
た
。

き

じ
ょ
う

こ
う
し
て
気

丈
に
ふ
る
ま
っ
て
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
や
は
り
そ
の
お

顔
は
何
と
も
心
細
そ
う
な
の
で
し
た
。

が
た

明
石
の
中
宮
の
お
子
さ
ま
方
を
ご
覧
に
な
る
に
つ
け
て
も
、

「
お
子
た
ち
の
ご
成
長
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
の

に
、
も
う
こ
こ
ま
で
の
命
な
の
か
と
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
涙
ぐ
ま
れ
る
の
で
す
。
こ
の
時
の
は
か
な
げ
な
お
顔
で
す
ら
、

な
ん
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
美
し
さ
な
の
で
す
。

そ
の
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
明
石
の
中
宮
は
、

〈
な
ん
と
も
気
弱
な
こ
と
ば
か
り
お
考
え
に
な
っ
て
〉

と
、
た
だ
た
だ
お
涙
さ
れ
る
の
で
し
た
。

ゆ
い
ご
ん

ふ

き

つ

紫
の
上
は
、
遺
言
め
い
た
こ
と
を
申
し
上
げ
る
と
不
吉
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か

ら
と
お
気
づ
か
い
に
な
り
、
何
か
の
つ
い
で
に
そ
れ
と
な
く
、

な
が
ね
ん

「
長
年
、
私
に
仕
え
て
く
だ
さ
っ
た
侍
女
た
ち
の
中
に
も
、
頼
れ
る
親
族
の
い
な

い
者
も
お
り
ま
す
。
そ
う
、
こ
の
人
…
。
あ
あ
、
そ
れ
に
あ
の
人
も
…
。
こ
れ
ら

の
人
た
ち
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
お
気
を
配
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
だ
け
、
さ
り
気
な
く
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
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明
石
の
中
宮
が
主
催
さ
れ
る
、
季
節
ご
と
の
法
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
定
例
の

法
要
が
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
紫
の
上
は
、
ご
自
分
の
西
の

別
棟
に
お
戻
り
に
な
り
ま
す
。

匂
宮
に
遺
言
す
る
紫
の
上

が
た

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
明
石
の
中
宮
の
お
子
さ
ま
方
の
中
で
も
、
ま
だ
お
小
さ
い

匂
宮
は
、
ま
こ
と
に
お
か
わ
い
ら
し
く
歩
き
ま
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
紫

ひ
ざ

の
上
は
、
ご
気
分
の
よ
い
時
に
匂
宮
を
お
膝
に
座
ら
せ
て
、

「
こ
の
私
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
ら
、
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
る
か
し
ら
」

と
、
ほ
か
の
人
の
耳
に
入
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
っ
そ
り
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
き
っ
と
、
恋
し
く
て
恋
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
、
ぼ
く
は
お
父
さ
ま
よ

り
も
、
お
母
さ
ま
よ
り
も
、
お
ば
あ
さ
ま
が
一
番
好
き
な
の
で
す
か
ら
。
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
き
っ
と
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
、お
っ
し
ゃ
い
な
が
ら
、涙
が
出
そ
う
な
目
を
こ
す
っ
て
ま
ぎ
ら
わ
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
、
ま
こ
と
に
か
わ
い
ら
し
い
の
で
す
。
そ
の
お
姿
を

ご
覧
に
な
り
、
ま
た
も
涙
が
こ
ぼ
れ
る
紫
の
上
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

「
お
と
な
に
お
な
り
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
二
条
院
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
だ

ま
え
に
わ

こ
う
ば
い

け
る
か
し
ら
。こ
の
お
部
屋
の
前
庭
に
あ
る
紅
梅
と
桜
を
、春
に
は
気
に
か
け
て
、

め

た

お

愛
で
て
く
だ
さ
い
ま
し
。
そ
の
花
を
手
折
っ
て
仏
さ
ま
に
も
お
供
え
く
だ
さ
い
ま

せ
」

と
、
お
っ
し
ゃ
る
と
、
匂
宮
は
こ
っ
く
り
と
う
な
ず
い
て
、
じ
っ
と
紫
の
上
の
お

顔
を
見
つ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
も
、
匂
宮
の
ほ
ほ

に
は
涙
が
伝
い
そ
う
に
な
る
の
で
す
。
お
小
さ
い
な
が
ら
も
、
そ
の
姿
を
見
ら
れ

ま
い
と
し
て
匂
宮
は
、
そ
の
ま
ま
立
っ
て
い
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。

お
ん
な
い
ち

み
や

紫
の
上
は
、
こ
の
匂
宮
と
女
一
の
宮
と
を
、
と
り
わ
け
目
を
か
け
て
お
育
て

に
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
ご
成
人
さ
れ
る
ま
で
お
世
話
で
き
な
い
こ
と
が
、
残

念
で
た
ま
ら
な
く
悲
し
く
思
わ
れ
る
の
で
し
た
。

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
―
文
化
創
造
研
究
科
紀
要
―

第
五
号

三
〇

― 69 ―



別
れ
が
た
い
秋
の
日

よ
う
や
く
、
待
ち
か
ね
て
い
た
秋
が
き
ま
し
た
。

ら
く

い
く
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
、
紫
の
上
は
ご
気
分
も
い
く
ら
か
楽
に
な
る
時
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
体
調
の
優
れ
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
冷
た
い

秋
風
が
吹
く
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
っ
と
感
じ
る
風
は
、
す
で
に

秋
の
も
の
で
す
。
秋
の
気
配
を
感
じ
て
、
ど
こ
か
さ
み
し
く
、
涙
が
ち
な
日
々
を

過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

明
石
の
中
宮
が
、
宮
中
に
お
帰
り
に
な
ろ
う
と
な
さ
る
の
を
、

〈
も
う
少
し
だ
け
、
お
そ
ば
に
お
い
で
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
〉み

か
ど

と
、
紫
の
上
は
お
っ
し
ゃ
り
た
い
お
気
持
ち
な
の
で
す
。
し
か
し
、
帝
か
ら
の

う
な
が

お
帰
り
を
促
す
使
い
の
者
が
し
き
り
と
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
、
立
場

上
、
明
石
の
中
宮
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
遠
慮
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折
り
に
、
明
石
の
中
宮
が
紫
の
上
の
お
部
屋
に
お
い
で
に
な
り
ま

し
た
。
な
ん
と
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
こ
う
ま
で
し

て
面
会
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
急
い
で
お
迎
え
す
る
準
備
を
整
え
ら
れ

ま
す
。

明
石
の
中
宮
は
、
紫
の
上
の
お
や
つ
れ
に
な
っ
た
姿
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

〈
同
じ
花
で
も
、
今
は
弱
々
し
く
も
可
憐
に
咲
く
花
と
い
う
感
じ
。
ふ
っ
く
ら
さ

き

わ

だ

れ
て
い
た
こ
ろ
よ
り
、
か
え
っ
て
上
品
で
優
美
な
感
じ
が
際
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い

ろ

か

る
。
女
ざ
か
り
の
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
に
色
香
に
満
ち
て
い
て
、
ま
さ
に
、
こ
の
世

り
ん

の
花
と
い
う
感
じ
で
い
ら
し
た
。
そ
う
、
咲
き
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
美
し
い
凛
と

し
た
花
の
よ
う
に
…
。
あ
あ
、
こ
の
ま
ま
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
〉む

し
ょ
う

と
、
た
だ
た
だ
無
性
に
悲
し
く
思
わ
れ
る
の
で
す
。

最
期
の
と
き

秋
の
風
が
、
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
も
の
悲
し
く
吹
く
夕
暮
れ
の
こ
と
で
す
。

あ
ず

紫
の
上
は
、
お
庭
を
ご
覧
に
な
ろ
う
と
し
て
ひ
じ
掛
け
に
身
を
預
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
こ
へ
院
が
お
い
で
に
な
り
、

「
今
日
は
、
珍
し
く
起
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。
明
石
の
中
宮
が
い
ら
っ
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し
ゃ
る
と
、
ご
気
分
も
す
っ
か
り
晴
れ
ば
れ
と
さ
れ
る
よ
う
で
す
ね
」

と
、
う
れ
し
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

紫
の
上
は
、

〈
こ
う
し
て
、
か
ら
だ
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
も
、
院
は
こ
ん

な
に
お
喜
び
に
な
る
。
そ
の
様
子
を
拝
見
す
る
に
つ
け
て
も
、
な
ん
と
悲
し
い
こ

と
か
。
い
よ
い
よ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
取
り
乱
さ
れ
る
こ
と

か
。
そ
の
お
姿
を
想
像
す
る
と
悲
し
く
て
、
悲
し
く
て
〉

と
、
お
思
い
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
庭
の
風
に
吹
か
れ
て
折
れ
か
え
っ
て

は
ぎ

ふ

ぜ

い

い
る
萩
の
枝
の
風
情
に
な
ぞ
ら
え
て
、
こ
う
申
し
上
げ
る
の
で
す
。

『
こ
う
し
て
起
き
て
い
る
の
は
つ
か
の
間
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ゆ

萩
の
葉
に
宿
っ
た
露
も
ひ
と
た
び
秋
風
が
吹
け
ば
さ
ら
わ
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
で
し
ょ
う
。
私
の
命
も
同
じ
で
す
』

院
は
、
そ
の
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
こ
ら
え
き
れ
ず
、

『
先
を
争
う
よ
う
に
消
え
て
ゆ
く
露
な
ど
に
た
と
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
一
緒
に
消
え
て
し
ま
い
た
い
。
置
い
て
行
か
な
い
で
お
く
れ
』

と
お
っ
し
ゃ
い
な
が
ら
、
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
涙
を
お
流
し
に
な
る
の
で
し

た
。

か
た
わ

傍
ら
で
お
聞
き
に
な
っ
て
い
た
明
石
の
中
宮
は
、

『
命
と
い
う
も
の
は
、
し
ょ
せ
ん
秋
風
に
吹
か
れ
て
消
え
る
露
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

私
た
ち
も
、
み
な
同
じ
よ
う
に
消
え
て
ゆ
く
ば
か
り
な
の
で
す
』

と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

院
は
、
こ
の
お
二
人
の
た
と
え
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
美
し
い
お
姿
を
ご
覧
に

な
っ
て
、

〈
あ
あ
、
こ
の
ま
ま
千
年
も
過
ご
し
た
い
も
の
よ
。
か
な
わ
ぬ
夢
な
の
だ
ろ
う
か
〉

と
お
思
い
に
な
り
、
紫
の
上
の
命
を
こ
の
世
に
と
ど
め
る
す
べ
が
な
い
こ
と
を
も

ど
か
し
く
思
わ
れ
る
の
で
し
た
。

そ
の
時
で
す
。
紫
の
上
が
、

「
も
う
、
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。
あ
あ
、
苦
し
い
。
苦
し
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
衰
え
た
身
だ
か
ら
と
申
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
で
は
あ
ま

り
に
見
苦
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
こ

ふ

と
い
っ
て
、
身
を
隠
す
た
め
に
つ
い
た
て
を
お
引
き
よ
せ
に
な
り
、
床
に
臥
さ
れ

ま
す
。

そ
の
ご
様
子
は
、
い
つ
も
と
は
全
く
違
い
ま
す
。

明
石
の
中
宮
は
、
紫
の
上
の
手
を
お
取
り
に
な
り
、
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「
ど
の
よ
う
な
ご
気
分
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」

と
、
涙
な
が
ら
に
ご
覧
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
秋
風
に
吹
か
れ
る
露
の
よ
う
に
、
息
を
引
き
取
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
瞬
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

き

と

う

さ
け

お
部
屋
の
ま
わ
り
に
は
、
祈
祷
の
僧
を
呼
ぶ
声
や
、
そ
れ
ら
を
せ
か
す
叫
び
声

ひ
び

し
り
ょ
う

つ

が
響
き
わ
た
り
ま
す
。
以
前
、
死
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
と
き
は
、
こ
の
よ
う
に
な

ら
れ
て
か
ら
も
、息
を
吹
き
か
え
さ
れ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
も
ま
た
、

し

わ

ざ

死
霊
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
と
、
一
晩
中
、
祈
祷
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

な
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
か
い
も
な
く
紫
の
上
は
、
夜
が
あ
け
る
こ
ろ
息

を
お
引
き
取
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

明
石
の
中
宮
は
、

さ

い

ご

〈
急
い
で
宮
中
に
戻
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
。
こ
う
し
て
最
期
の
時
を
ご
一
緒
で
き

き
ず
な

た
。
こ
れ
は
や
は
り
、
本
当
の
親
子
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
固
い
絆
が
あ
っ
た
か
ら

だ
ろ
う
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
だ
れ
も
が
経
験
す
る
別
れ
。
わ
か
っ
て
は
い

る
け
れ
ど
も
、
で
も
、
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
。
あ
あ
、
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
〉

と
、
こ
の
場
に
い
ら
れ
た
こ
と
を
よ
か
っ
た
と
思
う
と
同
時
に
、
割
り
切
れ
な
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
、
た
い
そ
う
取
り
乱
し
て
お
い
で
で
す
。

か
た

二
条
院
の
中
に
は
、
冷
静
で
い
ら
れ
る
方
は
ひ
と
り
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
。
お
そ
ば
に
お
仕
え
す
る
侍
女
な
ど
も
、
た
だ
た
だ
取
り
乱
す
ば
か
り
な
の
で

し
た
。

ま
し
て
院
は
、狂
わ
ん
ば
か
り
に
取
り
乱
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
こ
へ
、

急
を
聞
き
つ
け
て
、
夕
霧
の
君
が
参
上
さ
れ
ま
し
た
。
院
は
、
紫
の
上
の
眠
る
床

の
そ
ば
の
つ
い
た
て
の
近
く
ま
で
お
呼
び
寄
せ
に
な
っ
て
、

な
が
ね
ん

「
も
う
、
こ
れ
ま
で
。
つ
い
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
長
年
出
家
を

お
望
み
で
い
ら
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
え
て
や
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
な
っ

て
み
る
と
、
望
み
を
か
な
え
て
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

か

じ

き

と

う

そ
う
り
ょ

ど
き
ょ
う

加
持
祈
祷
の
僧
侶
や
、
読
経
を
続
け
て
い
た
僧
な
ど
も
、
声
が
聞
こ
え
ぬ
と
こ
ろ

を
み
る
と
帰
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
少
し
は
残
っ
て
い
る
者
も
あ

て
い
は
つ

ろ
う
。
そ
の
中
に
、
出
家
の
た
め
の
剃
髪
の
で
き
る
僧
は
い
な
い
も
の
か
。
い
ま

さ
ら
髪
を
お
ろ
し
て
も
、
無
意
味
で
あ
ろ
う
と
は
思
う
が
、
せ
め
て
、
せ
め
て

ご
く
ら
く
じ
ょ
う
ど

極
楽
浄
土
へ
の
道
し
る
べ
に
な
る
く
ら
い
の
効
果
は
あ
ろ
う
も
の
よ
」

し
ょ
う
き

と
、
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
正
気
を
保
と
う
と
な
さ
り
な
が
ら
お
話
し
な
さ
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
お
顔
色
は
普
段
と
全
く
違
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
続
け
る
涙
を
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
院
の
お
姿
を
拝
見
し
て
、
夕
霧
の
君
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は
、

ち
ち
ぎ
み

〈
父
君
が
、悲
し
み
の
あ
ま
り
こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
と
は
〉

と
思
わ
れ
、
な
お
一
層
、
悲
し
み
が
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、

「
死
霊
の
仕
業
で
、
一
時
的
に
紫
の
上
の
息
を
お
止
め
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
…
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
…
そ
れ
な
ら
ば
、
お
望
み
を
か

な
え
て
髪
を
お
ろ
し
て
差
し
上
げ
る
こ
と
に
も
意
味
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、そ
れ
が
た
と
え
一
日
、い
や
一
晩
で
も
そ
の
効
果
は
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
本
当
に
も
う
息
を
お
引
き
取
り
に
な
っ
た
の
ち
な
ら
ば
、
髪
を
お
お
ろ

く

ど

く

し
し
て
も
、
あ
の
世
の
た
め
の
功
徳
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
効
果
な

ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
髪
を
お
ろ
さ
れ
た
お
姿
を
拝
見
す
る
に
つ
け
、
あ
と
に
残
っ

た
も
の
の
悲
し
み
が
ま
さ
る
ば
か
り
と
な
り
ま
し
ょ
う
」

し
ん
げ
ん

と
、
進
言
な
さ
い
ま
す
。

夕
霧
の
君
は
、
葬
儀
に
た
ず
さ
わ
る
た
め
に
残
っ
て
い
る
僧
た
ち
を
お
呼
び
寄

せ
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
ご
相
談
に
な
り
ま
す
。
葬
儀
の
一
切
は
、
こ
の

夕
霧
の
君
が
取
り
仕
切
ら
れ
る
の
で
し
た
。

紫
の
上
の
亡
骸
を
見
る
夕
霧
の
君

夕
霧
の
君
は
、
少
年
だ
っ
た
秋
の
嵐
の
日
に
、
偶
然
拝
見
し
た
紫
の
上
の
お
姿

が
ま
ぶ
た
に
焼
き
付
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
義
理
の
母
で
あ
り
、
父
の
最

愛
の
人
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
い
つ
か
ま
た
、
あ
の
時
の
よ
う
に
お
姿
を
拝
見
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
少
し

だ
け
で
も
お
声
を
耳
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
い
抱
い
て
い
た
の
だ

は
い
ち
ょ
う

が
、
と
う
と
う
お
声
を
拝
聴
す
る
こ
と
は
、
か
な
わ
ぬ
夢
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

な
き
が
ら

も
う
、
二
度
と
お
声
を
発
す
る
こ
と
の
な
い
亡
骸
と
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

亡
骸
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
お
姿
を
拝
見
す
る
機
会
は
今
、
も
う
こ
の
時
し

か
な
い
〉

と
、
夕
霧
の
君
は
お
思
い
に
な
る
と
、
狂
お
し
い
ほ
ど
の
悲
し
み
に
襲
わ
れ
、
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
に
涙
を
流
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

「
あ
あ
、
お
静
か
に
。
し
ば
ら
く
」

と
、
居
合
わ
せ
た
侍
女
た
ち
が
取
り
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
制
止
な
さ
る
ふ
り
を

し
て
、
院
と
紫
の
上
を
お
お
っ
て
い
た
つ
い
た
て
を
手
で
押
し
の
け
て
、
中
を
ご

覧
に
な
る
の
で
し
た
。
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そ
こ
に
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
く
夜
明
け
の
光
が
ま
だ
少
し
心
も
と
な
い
の

で
、
明
か
り
を
近
づ
け
て
紫
の
上
の
お
顔
を
見
つ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
院
の
お
姿

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、

〈
あ
あ
、
な
ん
と
お
か
わ
い
ら
し
い
。
ま
る
で
、
ま
だ
生
き
て
お
ら
れ
る
か
の
よ

け

だ

か

う
だ
。
気
高
く
美
し
い
こ
と
、
こ
の
上
な
い
お
姿
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
〉

と
、夕
霧
の
君
は
、紫
の
上
の
こ
の
上
な
い
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
し
た
。

院
は
、
日
ご
ろ
夕
霧
の
君
に
紫
の
上
の
姿
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
、
注
意
を
払
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
す
ら
気
に
か
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
、
今
は
混
乱
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
夕
霧
の
君
が
、
こ
う
し
て
の
ぞ
い

て
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
無
理
に
隠
そ
う
と
も
な
さ
ら
な
い
の
で

す
。

院
、
夕
霧
の
君
そ
れ
ぞ
れ
の
悲
し
み

「
こ
の
と
お
り
、
た
だ
眠
っ
て
お
い
で
に
な
る
よ
う
な
お
顔
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
、
も
う
二
度
と
お
目
を
開
け
て
は
く
だ
さ
ら
な
い
。
も
う
二
度
と
…
」

そ
で

と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
、
院
は
袖
を
固
く
お
顔
に
押
し
当
て
て
お
い
で
で
す
。

夕
霧
の
君
は
、
あ
ふ
れ
る
涙
で
よ
く
見
え
な
く
な
っ
た
目
を
無
理
に
開
い
て
ご

覧
に
な
り
、

〈
い
つ
か
ま
た
、
お
姿
を
拝
見
し
た
い
と
願
っ
て
き
た
。
そ
の
時
が
、
永
遠
の
別

れ
の
時
と
は
。
こ
ん
な
に
悲
し
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
〉

と
、
心
み
だ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

せ
い
ぜ
ん

生
前
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
紫
の
上
の
髪
が
、
枕
元
に
流
れ
る
よ
う
に
投
げ

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
髪
は
、
つ
や
つ
や
と
黒
く
、
少
し
の
乱
れ
も
な
く
そ
こと

も

に
あ
る
の
で
す
。
病
に
苦
し
ま
れ
た
方
の
髪
と
は
思
え
ぬ
美
し
さ
…
。
ま
た
、
灯

さ
れ
た
あ
か
り
が
た
い
そ
う
明
る
い
の
で
、
そ
の
お
顔
の
色
は
、
白
く
輝
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。

生
前
、
た
し
な
み
深
く
き
れ
い
に
お
化
粧
し
て
取
り
つ
く
ろ
っ
て
い
ら
し
た
時

よ
り
、
た
だ
無
心
に
目
を
閉
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
今
の
お
姿
の
方
が
、
全
く
非
の

う
ち
ど
こ
ろ
が
な
く
お
美
し
い
の
で
し
た
。

今
さ
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
も
何
が
ど
う
な
る
も
の
で
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夕
霧
の
君
は
、
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〈
並
み
た
い
て
い
の
美
し
さ
な
ら
ま
だ
し
も
、
ま
っ
た
く
ほ
か
に
た
と
え
よ
う
も

ふ

ゆ

う

た
ま
し
い

な
い
ほ
ど
の
美
し
さ
だ
。
ま
だ
こ
の
辺
り
に
浮
遊
し
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
魂

よ
、
も
う
一
度
こ
の
亡
骸
に
戻
っ
て
い
ら
し
て
は
い
た
だ
け
な
い
か
〉

と
、
願
わ
れ
る
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
奇
跡
が
お
こ
る
は
ず
も
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

悲
し
み
に
く
れ
る
二
条
院

そ
ば

し
ょ
う
き

紫
の
上
の
お
側
に
常
に
お
仕
え
し
て
い
た
侍
女
で
、
正
気
で
い
ら
れ
る
者
は
一

人
も
お
り
ま
せ
ん
。

院
自
身
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
冷
静
に
物
事
を
お
し
進
め
る
こ
と
の
で
き
る

状
態
で
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

〈
こ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
。
愛
す
る
人
の
た
め
に
で
き
る
最
後
の
こ
と
。
そ

と

れ
は
立
派
に
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
〉

と
、
お
考
え
に
な
り
、
静
め
よ
う
も
な
い
お
気
持
ち
を
あ
え
て
静
め
て
、
ご
葬
儀

に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
と
指
示
を
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

〈
あ
と
に
も
先
に
も
こ
ん
な
に
悲
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
〉

ひ

た

ん

と
、
悲
嘆
に
く
れ
て
も
お
い
で
で
す
。

院
は
、
今
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
身
近
な
人
々
と
死
別
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
ご
自
身
が
中
心
と
な
っ
て
ご
葬
儀
の
指
示
を
な
さ
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
経
験
は
、
こ
れ
ま
で
お
あ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

葬
儀

や
が
て
朝
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
、
ご
葬
儀
を
営
ま
れ
ま

す
。い

つ
ま
で
も
亡
骸
を
見
な
が
ら
過
ご
す
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
世
の

中
の
決
ま
り
事
な
の
で
し
た
。

ご
葬
儀
を
な
さ
る
場
所
は
、
は
る
か
か
な
た
ま
で
広
が
る
野
原
に
あ
り
ま
す
。

ぎ
っ
し
ゃ

そ
の
広
い
野
原
い
っ
ぱ
い
に
た
く
さ
ん
の
牛
車
が
立
て
込
ん
で
い
て
、
た
い
そ
う

盛
大
で
、
し
か
も
お
ご
そ
か
な
お
式
で
す
。
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け
む
り

や
が
て
、
紫
の
上
は
、
ま
こ
と
に
は
か
な
い
煙
と
な
っ
て
空
に
の
ぼ
っ
て
い

か
れ
る
の
で
す
。

ひ
と
す
じ

一
筋
の
煙
が
、
空
に
の
ぼ
っ
て
い
く
様
子
は
、
な
ん
と
も
悲
し
い
も
の
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

院
は
、
空
中
を
歩
む
よ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
、
ご
自
身
で
は
と
て
も
お
歩
き

に
も
な
れ
ず
、
人
の
手
を
お
借
り
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
お
姿
を
ご
覧
に
な
っ
た
人
々
は
、

い

げ

ん

か
た

〈
あ
れ
ほ
ど
威
厳
の
あ
る
立
派
な
お
方
が
、
あ
の
よ
う
な
お
姿
に
な
ら
れ
て
〉

し
た
ば
た
ら

と
、
涙
を
流
し
た
も
の
で
す
。
世
間
の
常
識
も
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
下
働
き

の
者
ど
も
で
さ
え
、
そ
う
思
う
ぐ
ら
い
な
の
で
す
。

ご
葬
儀
に
付
き
添
っ
た
侍
女
た
ち
は
、
院
に
も
ま
し
て
、
夢
か
現
実
な
の
か
も

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
い
ま
す
。
気
が
動
転
し
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い

ぎ
っ
し
ゃ

る
侍
女
た
ち
が
、
牛
車
か
ら
こ
ろ
げ
落
ち
そ
う
に
さ
え
な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

牛
車
を
ひ
い
て
い
る
者
が
、
こ
ま
り
果
て
る
ほ
ど
で
し
た
。

あ
お
い

う
え

院
は
、
か
つ
て
の
妻
で
あ
る
葵
の
上
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
昔
の
こ
と
を

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

〈
あ
あ
、
あ
の
時
も
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ

ふ
ん
べ
つ

の
時
は
、
も
の
の
分
別
は
つ
け
ら
れ
た
。
月
を
は
っ
き
り
と
見
た
覚
え
が
あ
る
。

今
は
た
だ
た
だ
悲
し
く
て
月
の
姿
も
わ
か
ら
な
い
〉

と
、
悲
嘆
に
く
れ
る
ば
か
り
で
す
。

十
四
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
、
こ
れ
は
十
五
日
の
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て

い
る
時
の
こ
と
で
し
た
。

く

さ

き

あ
さ
つ
ゆ

朝
日
が
き
ら
き
ら
と
さ
し
て
き
て
、
広
い
野
原
一
面
の
草
木
の
上
の
朝
露
を
余

す
こ
と
な
く
照
ら
し
だ
し
て
い
ま
す
。

院
は
、
こ
の
露
の
よ
う
に
は
か
な
い
命
と
な
ら
れ
た
紫
の
上
の
こ
と
を
思
う

と
、
い
よ
い
よ
こ
の
世
で
こ
う
し
て
い
る
こ
と
が
い
や
に
な
り
、

〈
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
生
き
て
い
て
も
し
か
た
が
な
い
。
た
だ
、
悲
し
い
だ
け
だ
。

出
家
し
て
し
ま
お
う
か
。
ず
っ
と
そ
う
考
え
て
い
た
の
だ
か
ら
〉

と
お
考
え
に
な
る
の
で
し
た
。

せ

け

ん

し
か
し
、
世
間
か
ら
、
紫
の
上
を
亡
く
し
て
悲
し
み
に
耐
え
ら
れ
ず
出
家
し
た

と
噂
さ
れ
る
の
が
い
や
で
、

〈
少
し
ば
か
り
時
間
を
お
こ
う
〉

と
、
お
考
え
を
改
め
ら
れ
る
の
で
す
。

耐
え
が
た
い
悲
し
み
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
い
や
す
も
の
は
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も
う
ど
こ
に
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

夕
霧
の
君
の
秘
め
た
想
い
…
そ
し
て
悲
し
み

い
た

夕
霧
の
君
も
、
静
か
に
死
者
を
悼
む
期
間
と
し
て
、
外
出
を
控
え
て
お
い
で
で

い
ち
に
ち
じ
ゅ
う

そ
ば

す
。
自
邸
に
も
お
帰
り
に
な
ら
ず
、
一
日
中
院
の
お
側
に
お
付
き
添
い
に
な
り

ま
す
。
痛
々
し
い
ば
か
り
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
院
の
ご
様
子
を
ご
覧
に
な
り
、

〈
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
〉

な
ぐ
さ

と
、
お
察
し
し
、
い
ろ
い
ろ
と
お
慰
め
申
し
上
げ
る
の
で
す
。

昔
、
少
し
ば
か
り
紫
の
上
の
お
姿
を
ご
覧
に
な
っ
た
あ
の
日
と
同
じ
、
台
風
の

よ
う
に
風
が
強
く
吹
く
夕
暮
れ
の
こ
と
で
す
。

夕
霧
の
君
は
、

か
た

〈
あ
あ
、
あ
の
時
も
こ
の
よ
う
な
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
て
、
ほ
の
か
に
あ
の
方
の

お
姿
を
拝
見
し
た
も
の
を
〉

と
、
恋
し
く
思
わ
ず
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

り
ん
じ
ゅ
う

〈
ご
臨
終
の
折
り
の
美
し
い
お
姿
を
拝
見
し
た
と
き
は
、
夢
を
み
て
い
る
よ
う
な

気
持
が
し
た
こ
と
だ
〉

な
ど
と
思
い
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
こ
ら
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
悲
し
み
が
お

そ
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
お
気
持
ち
を
、
決
し
て
ほ
か
の
人
に
気
づ
か
れ
ま
せ

ん
よ
う
に
包
み
隠
し
な
が
ら
、

あ

み

だ

ぼ
と
け

「
阿
弥
陀
仏
、
阿
弥
陀
仏
」

と
、
唱
え
ら
れ
る
の
で
し
た
。
し
か
し
、
涙
な
し
で
は
唱
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
い
く
ぶ
ん
で
も
、
気
を
そ
ら
す
こ
と
が
で
き
、
涙
を
ご
ま
か
せ
る
で
あ
ろ
う

じ

ゅ

ず

と
、「
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
ら
れ
る
ご
と
に
、
お
数
珠
の
玉
を
一
つ
ず
つ
指
先
で

く繰
っ
て
い
か
れ
る
の
で
し
た
。

そ
し
て
常
に
、
あ
の
美
し
い
お
姿
が
頭
か
ら
は
な
れ
ず
、

『
あ
の
秋
の
夕
暮
れ
時
に
ほ
の
か
に
お
見
受
け
し
て
か
ら
、
い
つ
か
も
う
一
度
あ

の
美
し
い
お
姿
を
拝
見
し
た
い
と
、
ず
っ
と
恋
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
再
び
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
す
で
に
息
を
引
き
取
ら
れ
た

後
の
あ
の
明
け
方
だ
っ
た
と
は
』

と
、
ひ
と
り
ご
と
を
つ
ぶ
や
か
れ
る
の
で
し
た
。

く
ら
い

ね
ん
ぶ
つ

ま
た
、
位
の
高
い
僧
を
そ
ば
に
控
え
さ
せ
て
、
お
定
ま
り
の
念
仏
を
唱
え
さ
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ほ
け
き
ょ
う

せ
て
お
い
で
で
す
が
、
あ
の
法
華
経
も
唱
え
さ
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
た
。

人
生
を
振
り
返
る
院

院
は
、寝
て
も
覚
め
て
も
涙
が
乾
く
と
き
が
な
く
、あ
ふ
れ
出
る
涙
の
せ
い
で
、

目
の
前
が
霧
で
ふ
さ
が
る
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
い
で
で
す
。

悲
嘆
に
く
れ
る
日
々
の
中
、
院
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
自
身
の
人
生
を
振
り
返

ら
れ
る
の
で
し
た
。

〈
鏡
に
映
る
こ
の
顔
か
た
ち
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
け
、
普

通
の
人
よ
り
は
優
れ
て
い
た
わ
が
身
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
生
と
い
う
も
の

は
悲
し
い
こ
と
も
多
く
、
は
か
な
く
無
常
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
仏
さ
ま
が
教
え
お
導
き
下
さ
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
仏
さ
ま
の
教
え
を

気
に
も
と
め
ず
、
強
が
っ
て
生
き
て
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
あ
げ
く
の
果
て
に
、

あ
と
に
も
先
に
も
こ
の
上
な
い
ほ
ど
の
、
ひ
ど
く
悲
し
い
目
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
っ
た
。
今
は
も
う
、
こ
の
世
に
な
ん
の
未
練
も
残
っ
て
は
い
な
い
。
仏
さ
ま

で

し

の
弟
子
と
な
り
、
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
を
し
よ
う
。
な
ん
の
障
害
と
な
る
も
の
も

な
い
の
だ
か
ら
。

し
ょ
う
き

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
心
が
乱
れ
て
し
ま
っ
て
、
正
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

な
い
今
の
心
持
ち
で
は
、
仏
道
修
行
に
入
る
こ
と
も
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
〉

と
、
思
案
さ
れ
、

「
あ
あ
、
ど
う
か
こ
の
悲
し
み
を
少
し
で
も
忘
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
、「
阿
弥
陀
仏
」
を
念
じ
申
し
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
た
。

出
家
を
決
心
す
る
院

か
た
が
た

帝
を
は
じ
め
と
し
て
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
方
々
か
ら
、た
い
そ
う
お
心
の
こ
も
っ

た
お
見
舞
い
の
お
言
葉
や
お
品
物
が
、
次
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
出
家
を
決
心
し
た
院
に
と
っ
て
は
、
も
う
何
も
、
目
に
も
耳
に
も
お

入
り
に
な
る
ご
様
子
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今
と
な
っ
て
は
何
ひ
と
つ

出
家
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
は
ず
な
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

〈
紫
の
上
を
亡
く
し
て
、
す
っ
か
り
ぼ
う
っ
と
し
た
人
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
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と
し

今
さ
ら
い
い
歳
を
し
て
、
こ
の
世
を
捨
て
て
出
家
さ
れ
る
と
は
。
み
っ
と
も
な
い

ほ
ど
気
弱
に
な
ら
れ
た
こ
と
だ
〉

な
ど
と
、
世
間
の
人
に
思
わ
れ
、
は
ず
か
し
い
う
わ
さ
が
流
れ
る
の
を
恐
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
し
た
心
の
ま
ま
に
行
動
で
き
な
い
ご
自
分
に
つ
い
て
、
も
ど
か
し
く
も
嘆

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
た
。

頭
の
中
将
か
ら
の
お
見
舞
い

と
う

ち
ゅ
う
じ
ょ
う

少
年
の
頃
か
ら
親
し
く
付
き
合
い
の
あ
る
頭
の
中
将
と
い
う
人
は
、
も
と
も

と
形
式
や
礼
儀
を
重
ん
じ
ら
れ
る
方
な
の
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

か
た

〈
こ
の
世
の
中
に
、
ふ
た
り
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
よ
う
な
方
で
あ
っ
た
紫

の
上
が
、
あ
っ
け
な
く
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
て
残
念
で
な
ら
な
い
〉

と
、同
情
な
さ
っ
て
、ま
め
に
何
度
も
お
見
舞
い
を
お
寄
せ
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

そ
し
て
、

〈
そ
の
昔
、
夕
霧
の
母
上
が
亡
く
な
っ
た
の
も
こ
の
季
節
で
あ
っ
た
な
〉

と
、
思
い
だ
さ
れ
、
本
当
に
も
の
悲
し
い
お
気
持
ち
に
な
り
、

〈
あ
の
時
、
妹
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
も
、
今
で
は

た
く
さ
ん
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
我
々
は
同
じ
時
を
生
き
て
い
る
の

だ
か
ら
、
亡
く
な
る
時
も
そ
ん
な
に
時
間
の
差
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
み
な
同

じ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
こ
の
世
は
な
ん
と
、
は
か
な
い
も
の
な
の
か
〉

と
、
し
ん
み
り
し
た
夕
暮
れ
時
を
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

ふ
と
、外
を
ご
覧
に
な
る
と
悲
し
み
を
誘
う
よ
う
な
空
も
よ
う
で
す
。そ
こ
で
、

く
ろ
う
ど

し
ょ
う
し
ょ
う

院
へ
の
お
見
舞
い
の
お
手
紙
を
し
た
た
め
、
息
子
で
あ
る
蔵
人
の
少
将
に
お
届

け
さ
せ
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
し
み
じ
み
と
し
た
お
見
舞
い
の
お
言
葉
が
心
こ
ま
や
か
に
つ
づ
ら

れ
、
そ
の
端
に
は
、

『
妹
が
亡
く
な
っ
た
昔
の
こ
と
が
、
今
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
で

つ
ゆ

紫
の
上
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
こ
と
で
流
し
た
涙
で
濡
ら
し
た
袖
に
、
ま
た
露

を
置
く
か
の
よ
う
に
涙
で
袖
を
濡
ら
し
て
い
ま
す
。
悲
し
み
の
上
に
悲
し
み
が
か

さ
な
り
ま
す
』

と
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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そ
の
手
紙
を
お
受
け
取
り
に
な
っ
た
院
は
、

〈
た
だ
た
だ
悲
し
く
て
な
ら
な
い
素
直
な
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
し
た
た
め
た
な
ら

ば
、
そ
の
お
手
紙
を
お
読
み
に
な
っ
て
、
私
の
心
の
弱
い
こ
と
を
お
見
抜
き
に
な

ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
頭
の
中
将
は
そ
う
い
う
方
だ
〉

と
、
お
考
え
に
な
り
、

「
た
び
た
び
の
お
心
の
こ
も
っ
た
お
見
舞
い
を
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
ま
し
て
、
か

さ
ね
が
さ
ね
感
謝
い
た
し
ま
す
」

て
い
さ
い

と
、
体
裁
を
整
え
ら
れ
た
お
礼
の
言
葉
を
添
え
ら
れ
た
上
で
、

『
露
を
置
く
よ
う
に
涙
で
袖
を
濡
ら
す
の
は
今
も
昔
も
変
わ
り
は
し
ま
せ
ん
。

た
だ
、
秋
の
夜
と
い
う
の
が
、
そ
う
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
の
で
す
』

と
、
し
た
た
め
ら
れ
ま
し
た
。

う
す
ず
み
い
ろ

も

ふ

く

院
は
、
葵
の
上
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
時
、
薄
墨
色
の
喪
服
を
お
召
し
で
し

た
。
今
は
、
そ
の
時
よ
り
濃
い
色
の
喪
服
を
お
召
し
で
す
。

紫
の
上
の
死
を
い
た
む
世
の
人
々

人
と
い
う
も
の
は
、
幸
運
に
恵
ま
れ
申
し
分
な
く
す
ば
ら
し
い
人
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
世
間
で
ね
た
ま
れ
た
り
も
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

身
分
が
高
け
れ
ば
高
い
で
、
い
ば
っ
た
り
す
る
の
で
、
周
囲
の
人
が
迷
惑
に
思
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

紫
の
上
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
、
関
わ
り
の
な
い
人
に
も
評
判
が
よ
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
を
な
さ
っ
て
も
、
何
事
に
お
い
て
も
、
世
間
か
ら
ほ
め
た
た
え
ら
れ

か
た

る
方
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
奥
ゆ
か
し
く
て
、
何
か
に
つ
け
て
行
き
届
い
た

心
づ
か
い
が
お
で
き
に
な
る
と
い
う
、
だ
れ
も
ま
ね
で
き
な
い
た
い
そ
う
優
れ
た

ひ
と
が
ら

お
人
柄
な
の
で
し
た
。

か
た

こ
の
よ
う
な
お
人
柄
だ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
お
付
き
合
い
が
な
か
っ
た
方
ま

お
と

ね

で
も
が
、
秋
風
の
音
や
、
虫
の
音
を
聞
く
に
つ
け
て
も
、
紫
の
上
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
こ
の
秋
に
は
、
涙
を
流
さ
れ
る
の
で
す
。
ま
し
て
や
、
少
し
で
も
お
付

き
合
い
が
あ
っ
た
人
は
、
悲
し
み
の
慰
め
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
日
々
を
送
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
年
お
そ
ば
で
お
仕
え
し
て
慣
れ
親
し
ん
で
こ
ら
れ
た
人
々
に
い
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た
っ
て
は
、
し
ば
ら
く
の
間
で
も
、
紫
の
上
よ
り
長
く
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ

あ
ま

と
を
な
げ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
に
は
今
ま
で
の
生
活
を
捨
て
て
尼
に
な
っ

て
、
山
寺
な
ど
に
住
ま
う
こ
と
を
思
い
立
つ
人
も
い
た
ほ
ど
な
の
で
し
た
。

秋
好
の
中
宮
か
ら
の
お
見
舞
い

あ
き
こ
の
む

さ
き

ち
ゅ
う
ぐ
う

院
と
紫
の
上
が
親
代
わ
り
を
つ
と
め
ら
れ
て
い
る
秋
好
の
前
の
中
宮
か
ら

も
、
お
心
の
こ
も
っ
た
お
手
紙
が
絶
え
間
な
く
届
け
ら
れ
ま
す
。

『
悲
し
み
が
尽
き
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

亡
き
方
は
、
草
木
が
枯
れ
果
て
た
景
色
が
お
好
き
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
』

と
い
う
お
歌
に
続
け
て
、

「
今
、
こ
う
し
て
悲
し
み
が
つ
の
る
秋
と
な
っ
て
み
て
、
は
じ
め
て
気
づ
き
ま
し

た
。
紫
の
上
が
、
秋
よ
り
春
を
好
ま
れ
た
こ
と
を
」

と
、
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
拝
見
し
た
院
は
、

〈
ご
も
っ
と
も
だ
〉

と
お
思
い
に
な
っ
て
、そ
の
お
手
紙
を
お
手
元
か
ら
離
す
こ
と
な
く
、く
り
返
し
、

く
り
返
し
ご
覧
に
な
る
の
で
す
。

ふ
み

か

か
た

〈
お
文
を
交
わ
し
て
心
が
な
ご
む
の
は
、
こ
の
方
だ
け
な
の
だ
。
こ
う
し
て
い
る

と
、
少
し
は
悲
し
み
が
ま
ぎ
れ
る
こ
と
よ
〉

そ
う
お
思
い
に
な
る
に
つ
け
て
も
、
涙
が
こ
ぼ
れ
、
袖
の
乾
く
間
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。や

っ
と
の
こ
と
で
、

『
煙
と
な
っ
て
空
高
く
の
ぼ
っ
て
し
ま
わ
れ
た
方
よ
、
ど
う
か
私
を
雲
の
上
か
ら

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
秋
の
果
て
に
、
私
は
も
う
生
き
る
力
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
』

と
、
お
書
き
に
な
り
、
そ
の
お
手
紙
を
手
に
し
た
ま
ま
、
ま
た
ぼ
ん
や
り
と
秋
の

空
を
見
つ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
た
。

仏
さ
ま
に
手
を
合
わ
せ
る
院

院
は
、
す
っ
か
り
元
気
を
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
自
身
で
も
放
心
状
態
で
あ
る
と
、
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
お
あ
り
な
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の
で
す
。
そ
う
し
た
気
持
ち
を
少
し
で
も
ま
ぎ
ら
わ
そ
う
と
、
気
楽
に
ふ
る
ま
え

る
こ
と
の
で
き
る
侍
女
た
ち
の
お
部
屋
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
は
、
時
を
過
ご
さ
れ

ま
す
。

仏
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
部
屋
に
は
あ
ま
り
人
を
お
近
づ
け
に
な
ら
ず
、
ひ

と
り
心
静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、

〈
千
年
も
共
に
過
ご
そ
う
と
誓
っ
た
の
に
、
別
れ
は
や
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
な

ご
く
ら
く

は
す

ん
と
悲
し
い
こ
と
か
。
今
は
た
だ
、
極
楽
で
は
同
じ
蓮
の
葉
の
上
で
過
ご
し
た
い
〉

と
、
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

〈
あ
の
世
で
は
、
今
の
よ
う
な
悲
し
い
思
い
は
し
た
く
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
早

く
出
家
し
て
、
そ
の
こ
と
を
一
心
に
願
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
〉

と
お
思
い
に
な
る
の
で
す
。

そ
う
は
言
う
も
の
の
、や
は
り
世
間
体
ば
か
り
気
に
さ
れ
る
の
で
す
。こ
れ
は
、

な
ん
と
も
愚
か
し
い
こ
と
な
の
で
し
た
。

残
さ
れ
た
も
の
の
悲
し
み
の
日
々

ほ

う

じ

ご
法
事
の
こ
と
な
ど
は
、院
が
お
取
り
決
め
に
な
れ
な
い
状
態
な
の
で
、代
わ
っ

て
夕
霧
の
君
が
お
取
り
決
め
に
な
り
、
ご
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

院
の
お
気
持
ち
は
と
い
う
と
、

〈
今
日
こ
そ
は
、
出
家
し
よ
う
〉

と
、
決
心
な
さ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
し
か
し
月
日
は
た
だ
流
れ
、
夢
を
見
て

い
る
よ
う
な
ぼ
う
っ
と
し
た
心
地
の
ま
ま
お
過
ご
し
に
な
っ
て
お
い
で
で
す
。

明
石
の
中
宮
も
、
亡
き
紫
の
上
を
か
た
と
き
も
お
忘
れ
に
な
る
こ
と
は
ご
ざ
い

あ

な
つ

ま
せ
ん
。
在
り
し
日
を
思
い
出
さ
れ
て
、
懐
か
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
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